
□議員名：衛藤弘光  

１ 市内の環境問題について 

論点 

サンパ－クの南にある六十番遊水地の水が、汚く北側の水路には自

転車や流木があり、またヘドロが堆積しており汚い。どうにかなら

ないか。 

回答 

サンパ－クの南にある六十番遊水地は、降雨時における調整池の役

割をしている。用水路が汚く付近の住宅や、サッカー場等があり、

臭気や景観の配慮が必要であるので、土砂の堆積状況の調査をし、

環境形成に向けた浚渫等について検討する。 

 

論点 

都市公園である二番堤のため池の汚れであるが、池にミドリガメが

異常発生しており、水路に汚染された水が流れ出て、藻やシジミが

流れ出て悪臭を発生している。水質調査と池の空干しができないか。 

回答 
ため池は小野田水利組合の承諾のもと供用しています。水質査をし

この秋には、空干しできるよう、指導していく。  

 

２津波対策の避難路について 

論点 

旧小野田市の中心部の光栄、高砂は海抜 0ｍ地帯である。高齢化が

進む中、真夜中に発生した時の対策を考えると、津波対策用の避難

タワーが必要と思うがどうか。  

回答 

基本的には、津波到達時間までの 3 時間半の間に高台に避難してい

ただくことが前提ですが時間的な余裕がない場合いには、近くの強

固な高層建物の避難や緊急的な避難を受け入れていただくビルの指

定や避難タワーの設置等は津波ハザードマップが作成された以降、

検討したい。 

 

 

 


